
北京オリンピック出場を果たし、9位の成果を収めた朝日健太郎選手。
日本のビーチバレー界が世界へと歩みよりました。
ビーチバレーアスリートはほぼ毎日練習のため通うビーチ、
年々と進む海面上昇を目の当りにすることから、
地球温暖化による自然破壊の危機を感じ、
『海辺を守ろう！』と立ち上がった日本ビーチバレー連盟会長　川合俊一氏。
「環境」をテーマにわかりやすく、
楽しいトークショーを開催！
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○トークショー ： 当日会場へお越しください。
　　　　　　　 バレーボールスクールに参加されない方は観戦もできます。
○バレースクール ： 事前に、東海市体育協会 TEL0562-34-4062
　　　　　　　　  担当:毛利 までお申し込み下さい。

日本ビーチ文化振興協会　TEL.03-3552-1171　担当 ： ヨシザワ
e-mail : info@jbeach.jp　ホームページ : http://www.jbeach.jp/

●海辺を守ろう！ フォーラム 2008
　トークショー
　「みんなで守ろう! 大切な海辺を。」
　出演／川合俊一、朝日健太郎、
　　　　瀬戸山正二
　時間／１３：００～１４：0０

●ふれあいバレーボールスクール
　時間／１4：3０～１7：0０

主催：日本ビーチ文化振興協会　　後援：東海市教育委員会・東海市体育協会

＆
川合 俊一

朝日 健太郎

日　程

会　場 東海市民体育館

プログラム

お問い合わせ

申し込み方法

参加費無料！
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